

















 1 「弱小一致」については、特にA. Ennulat, Die ›Minor Agreements‹. Untersuchungen zu 
einer offenen Frage des synoptischen Problems （WUNT 2.62）, Tübingen 1994を参照。
 2 この他、T. Schramm, Der Markus-Stof f Bei Lukas. Eine Literarkritische und Redaktions-




















主　　題 マタイ マルコ ル　カ
1 皮膚病患者の癒し（清め） 8:1-4 1:40-45 5:12-16
2 中風患者の癒し 9:1-8 2:1-12 5:17-26
3 レビの召命4 9:9-13 2:13-17 5:27-32
4 断食問答 9:14-17 2:18-22 5:33-39
5 安息日の麦穂摘み 12:1-8 2:23-28 6:1-5

























































 6 H. Klein, Das Lukasevangelium （KEK）, Göttingen 2006, p. 211やEnnulat, op. cit., p. 
58も同意見。
 7 ［kai. evge,neto evn tw/|＋主語を伴う不定詞］は七十人訳聖書に頻出する構文で明らかにルカ
的であり、kai . i vdou ,もルカ文書に頻出する（ルカ7:37; 11:31; 13:11; 19:2; 23:50; 使8:27）。
 8 動詞up`ocwre ,w（退く）は新約ではルカにのみ使用されている（5:16; 9:10）。








































に関わるavfe,wntai, soi ai` a`marti,ai sou（20, 23節）及び a`marti,aj avfei/nai（avfei/nai 





evge,neto evn mia/| tw/n ))) ( kai. auvto,j（癒しの文脈における）du,namij（17節）、不定詞




　また、マタイとルカの間には、kai. ivdou,（18節／マタ9:2）、evpi. kli,nhj（18節／マタ9:2, 
6; 後続の箇所ではマルコはkra,batton、ルカはklini,dionを使用）、le,gei（マコ2:5）
に代わるei=pen（20, 22節／マタ9:2）、tw|/ pneu,mati auvtou/及び euvqu,j（マコ2:8）の省略、
tw/| paralutikw/|及びkai. a=ron to.n kra,batto,n sou（マコ2:9）の省略、evpi. th/j gh/j に対




















10 Schramm, op. cit., pp. 99-100参照。
11 H. Schürmann, Das Lukasevangelium, I （HThK III/1）, Freiburg/Basel/Wien 41990, 
p. 285 n. 45やI. H. Marshall, The Gospel of Luke: A Commentary on the Greek Text （NIGTC）, 
Exeter 1978, p. 211に反対。
12 Bovon, op. cit., pp. 245-246.
13 Ennulat, op. cit., p. 68; U. ルツ『 マタイによる福音 書（8-17章）』（EKK 新 約聖 書
註 解 I/2） 小 河 陽 訳、 教 文 館、1990年、58頁 ; Klein, op. cit., p. 215; E. Eckey, Das 





















































15 例えば、J. A. Fitzmyer, The Gospel according to Luke I-IX （AB 28） New York 21983, 
p. 587やルツ、前掲書、716頁注５。


























17 ルカ6:39; 12:16, 41; 13:6; 14:7; 15:3; 18:1; 20:9, 19; 21:29参照。




















でも VEge,neto de. evn sabba,tw|（ある安息日に）という最初の段落の書き出しに対し




















時間表示（toi/j sa,bbasin/evn sabba,tw|）に対する o] ouvk e;xestinの前置（2節／マタ
12:2）、e;legon/ le,gei（マコ2;24, 25）に対する ei=pan/ei=pen（2, 3節／マタ12:2, 3）、
toi/j su,n auvtw|/ ou-sin（マコ2:26）に対する toi/j metV auvtou/（4節／マタ12:4）、o` ui`o.j 




20 Fitzmyer, op. cit., pp. 605-606に反対。
21 ルツ、前 掲 書、299-300頁 ; Klein, op. cit., p. 229; M. Wolter, Das Lukasevangelium. 
（HNT 5）, Tübingen 2008, p. 233も同意見。因みにベザ写本は5節を10節のあとに置き（マル
キオンも同様）、以下の文を加筆している。「同じ日に彼は安息日に働いている人を見て、彼に言っ
た。人よ、もしあなたがしていることを知っているならば幸いである。しかし、もし知らないならば、
あなたは呪われ、律法を破る者である」。J. Jeremias, Unbekannte Jesusworte, Zürich 1948, 
pp. 12, 45-48はこれをイエスの真性の言葉と見なしているが、大半の研究者はこの見解に否定
的である（蛭沼寿雄『新約本文学演習―ルカ福音書（Ⅰ）』、新教出版社、1989年、236-237






















物語の要素（7-8a, 9, 11節）のみならず、治癒の奇跡物語の要素（6b, 8bc, 10節）
も含まれ、両者が折り重なるように構成されているが、焦点は明らかに前者に
当てられている。この段落はまた、後続の段落（6:12-16）とも、VEge,neto de. evn ))) 


























22 一方でEnnulat, op. cit., p. 93は、その可能性を一応認めながらも、マタイとルカの一致
した編集作業の想定に対して疑念を表明している。
ルカ福音書5章12節～6章11節の資料 15
の萎えた人の癒し（6:6-11）を除く四つのテキストにおいては、マタイとルカと
の間の弱小一致が顕著であり、それらの一致点を両福音書記者の個別の編集作
業の結果と見なすことは難しいという点が確認された。このことは、少なくと
もそれらの段落においては、両福音書記者が用いたマルコ資料が現行のマルコ
福音書そのものではなく、その改訂版であったことを示している。また、他の
二つの段落においては弱小一致がそれほど顕著ではなかったが、そうかといっ
て決して皆無であったわけではない。そのような分析結果を勘案するなら、ル
カは現行のマルコ本文とその改訂版の両者を保持し、箇所によって使い分けた
と想定するよりは、ルカは一貫してマルコの改訂版を用いていたと考える方が
自然であり、現行マルコ本文とその改訂版との差異は箇所によって濃淡があっ
たと考えるべきであろう。そのような意味でも、ルカとマタイが保持していた
のは現行のマルコ福音書とは異なるマルコの改訂版であり、両者はそれを資料
として用いつつ、それぞれの福音書を作成したのである。
